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科研費の概要～科研費とは？～

最近の動向と科研費改革

平成29年度公募の変更点について

本日の説明内容



・同じ基盤研究でも応募総額によって

種目が分かれている。

・若手研究者に的を絞った種目がある

⇒ 若手にもチャンスがある

・新学術領域や挑戦的研究など分野融

合，先進的な研究に挑戦する研究も対

象となる

科研費は研究種目が多い

研究推進課作成 平成２９年度研究計画調書作成の手引き P2

平成28年度系・分野・分科・細目表から一部抜粋

ありとあらゆる分野の研究計画調書を提出可能



ピアレビューを実施している

出典：日本学術振興会のホームページ 平成26年度審査委員
http://www.jsps.go.jp/j‐grantsinaid/01_seido/03_shinsa/shinsa_meibo/data/meibo/h26/h26_2bukai_05jinsya.pdf

人文学・社会学は文
学部や社会科学系の
先生が審査

 あらゆる研究分野が対象

→各省庁の一般的な研究資金の公募は分野が限定されていて，募集分野の偏りがある

（認知症，ICT，エネルギー開発 等）

→継続してきた研究の発展研究，分野融合や芽生え期など新しい研究に着手できる

 採択額の幅が広い

→応募する研究種目は吟味する必要があるが，採択総額が500万円以下の種目から

5億円程度の種目まであり，研究の必要性に応じた金額で応募できる。

 ピアレビューで審査を行っている

→専門性が比較的近い研究者の審査を受けられ，公平性の高い審査制度である。

 研究期間や期間内の研究費の使用について調整ができる場合がある

→基金課題は研究期間内に手続きなしで繰越可，補助金でも前払い請求等がある。

→産前産後休暇や育児休業の際に，期間延長ができる

→研究の遂行に時間がかかる場合，条件を満たせば期間の延長ができる

つまり，科研費とは？～



最近の動向：なぜ科研費を獲得する
必要があるのか？

平成28年度科研費実務担当者初任者研修会 資料P１０ より抜粋

 年々，国立大学法人に配分される予算の総額が減
少している。

・各大学は予算のやりくりが必須

・学生教育にかけるお金，光熱水量，人件費等必要経費を

確保する必要がある

・節約で対応できない分は，研究費減額せざるを得ない

 科研費の金額はほぼ横ばい

・応募すれば採択の可能性がある＝研究費確保につながる

・各分野に門戸が開いているので，どの研究者にもチャンス

がある

大学を取り巻く状況



 厳しい予算状況の中で研究費を確保するための方法の一つ

 採択並びに課題の遂行は各研究者の業績につながる

 大学全体として研究成果があがると大学の評価も上がる

 大学の評価が良くなると追加予算が付与される可能性がある

↓

付与された場合は，研究環境の充実にその分お金をかけられる

科研費を獲得することで得られる
研究者としてのメリット

科研費の最近の動向：科研費改革

平成29年度科研費公募要領等説明会資料１ P5より抜粋



平成29年度科研費公募要領等説明会資料１ P８より抜粋

平成29年度科研費公募要領等説明会資料１ P13より抜粋



 審査分野の再編

・最大４００余りの細目から大・中・小区分へ整理される

 審査方法の変更による審査の効率化

・総合審査又は書面2段階審査への切替

 研究種目の一部見直し

・特別推進研究，新学術領域研究，若手研究Aの改編

・挑戦的萌芽研究から挑戦的研究（開拓・萌芽）へ

→ 挑戦的萌芽研究は平成29年度公募から改革

科研費改革のポイント

 新規の研究領域に関する「領域計画書」の変更
国際活動支援班の設置の有無，領域代表者が計画研究に参画しない場合の説明欄の設置

 基盤研究（A・B）（海外学術調査）の審査分野環境学A
の変更

化学と環境学Aが別分野→一つの分野へ

 特設分野研究の公募分野

・平成26年度設定分野の募集停止

・平成29年度新規設定分野の追加

・分野によって，計画できる研究期間が異なることに注意

平成29年度公募の変更点について①



 「挑戦的萌芽研究」の公募停止

→「挑戦的研究（開拓）・（萌芽）」へ改編

・挑戦的萌芽研究は科研費改革の一環で廃止。

・後継科目は挑戦的研究（開拓）と（萌芽）

平成29年度公募の変更点について②

項目／種目別 開拓 萌芽 挑戦的萌芽研究

研究期間 ３～５年 ２～３年 １～３年

採択額 500～
2,000万円

～500万円 ～500万円

審査方法 総合審査 総合審査 2段階審査

審査分野 H29は暫定版
の分野表

H29は暫定版
の分野表

重視するポイ
ント

新規性＋
研究遂行
能力も重視

特に芽生え
期の内容

経験より新規性・
先駆性重視

採択課題数 上限250件 1,000件程度 約4,000件

 研究種目の２分化

開拓：より大きな枠組みで研究を行う

萌芽：比較的現行と同じくらいの採択額，研究期間

 研究計画調書の変更

→概要版，研究遂行能力確認欄の追加

※応募課題が多い場合は，概要版にて最初の審査を実施

 審査分野及び審査方法の変更

→平成29年度挑戦的研究 暫定総合審査希望分野一覧表にて

※希望審査分野を決めて申請→（数が多い場合は概要版で事前審査）→総合審査

平成29年度公募の変更点について③
挑戦的萌芽研究から挑戦的研究の変更点



 採択課題が絞り込まれる

プラスポイント：採択された場合は，応募額のほぼ１００％の採択額になる。

「減額される金額が少ない」

マイナスポイント：採択課題が少ないので，狭き門になる

 概要版での事前審査が行われる可能性がある

→ 概要版で「伝わる」書き方が求められる

 専門分野が遠い審査員に当たる確立が高くなる

→ 専門外の審査委員にも理解してもらえる書き方が重要

 研究遂行能力が求められる

→単に挑戦的，新しい研究というだけでは採択されない。

→成果を出せることをアピールする必要がある。

平成29年度公募の変更点について④
挑戦的萌芽研究から挑戦的研究の留意点

 応募する種目：研究内容に応じて適切なものを選択

例）39歳以下で科研費の代表者としての採択経験がない→若手研究B

新しい先駆的な研究→挑戦的研究

 系・分野・分科・細目表で適切な審査分野を選択
→ キーワードや過去の採択状況を参考に最も合う分野での審査を

受けましょう。

→ 種目によって，系・分野・分科・細目表が別途設定されている場合も

あります。

→ 番号の選択間違いにご注意ください！

※異なる分野で審査されてしまうと，不利になります。

必ず，公募要領に記載の最新の表で確認しましょう！！

科研費応募に当たっての注意点①



 重複制限に注意しましょう
・すでに継続の課題がある場合，
複数種目へ応募を検討している場合，
分担者になっている継続課題がある場合等
は注意が必要です。

・状況によって見る重複制限一覧表が異なりますので，必ず，最新の
重複制限一覧表の該当する種目のものを確認してください。

・平成29年度公募の挑戦的研究（開拓・萌芽）と平成28年度公募
挑戦的萌芽研究とでは，重複制限の取扱いが一部異なりますので，
特にご注意ください。

科研費応募に当たっての注意点②

重複制限一覧表の見方について

今回，基盤C（一般）と
新学術領域計画研究を申請したい

↓
空欄になっているので応募可

来年度継続の基盤C（一般）を
持っている

↓
基盤B（一般）には応募できない。）
しかし，基盤B（特設）には応募できる

平成29年度科研費公募要領等説明会資料３ ｐ２８より抜粋



ご静聴ありがとうございました


